
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント

・学習スタンダードの徹底
・放課後学習教室の有効活
用

・全国学力調査全国
平均値以上
・江戸川区学力調査
区平均以上

・主体的、探究的な家庭学
習の工夫
・一人一台端末の効果的な
活用

・「調べる学習コン
クール」全児童参
加、入賞。

・週２回の朝学習の徹底
・読書科における探究活動
の実施

・家庭での読書率１
０パーセントアップ

・体力テストの練習場所の
設置
・年３回縄跳びウィークの
実施

・体力テスト全学
年、東京都平均以上

・校内研究（体育科）の充
実（外部との連携）

・毎月の研究授業
（体つくり・保健・食
育）

・東っ子チャレンジタイム
の実施

・日常的に運動に取
り組異む児童の割合
８０％以上

・ユニバーサルデザインの
視点を取り入れた個に応じ
た指導の実施

・「個票」を用いた
校内ケース会議を月
1回以上

・児童への特別支援教室へ
の理解を促す授業の実施

・１，３，５年生に
行い、児童の理解率
を８０％以上

・なかよし班活動の充実
・全校レククリエーション
の実施

「友達が困っていたら
助けたりすすんで手
伝ってあげたりしてい
る」児童８０％以上

・SCとの連携
（児童面接）
・職員研修

・５年生児童の全員
面接の実施
・生活指導研修会を
年に３回以上実施

・エルゲートの実施 ・エルゲートの結果
を活用した学年会、
月に１回以上実施

・エンカレッジルームの運
用
・SSWとの連携

・関係機関とのつな
がりが持てない児童
を０％にする。

・学校HPの充実
・学校公開の実施、充実

・学校HPの毎日の
更新
・学校公開保護者参
加率８０％以上

・学校評議員会の実施
・各行事毎のアンケートの
実施と改善、充実

・学校評議員による
各評価項目B以上
・年度末肯定的評価
平均値８５％以上

・竹馬活動、竹馬運動会の
実施

・全児童が昨年のタ
イムを上回る。
・１年生補助なしで
歩ける率９０％以上

・地域まつりや区行事への
参加

・部員の活動満足度
９０％以上

地
域
社
会
に

開
か
れ
た

学
校
（

園
）

の
実
現

○校内の取組の積極的
な発信

○学校関係者評価の充
実

特
色
あ
る

教
育
の
展
開

○竹馬活動の実施

○金管バンド

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充

実

○不登校児童への支援

○校内組織の連携

○児童理解の充実

〇読書科の更なる充実

共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た

教
育
の
推
進

○特別支援教育の推進

○異学年交流の充実

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた

改善案
コメント

体
力
の
向
上

○学習の基盤となる基
礎・基本の確実な習得

○主体的・対話的な深
い学びの実現

○心身の健康の保持増
進と豊かなスポーツラ
イフの実現

学
力
の
向
上

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

「中間」
自己（学校）評価(A～D)

令和7年度　江戸川区立大杉東小学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標
よりよい目標を実現する子
　　〇考える子　　○やさしい子　　○やりぬく子

目指す学校像
目指す児童像
目指す教師像

「夢のある学校」づくり　　～一人一人の子供を主語にする学校教育の実現～
○「挨拶」「笑顔」「感謝」がしっかりできる児童　　○課題の解決に向けて、主体的かつ探究的に学ぶ児童
○信頼に応える教師　　○授業で勝負する教師　　○「チーム大杉東」を高める教師　　○人生を充実させる教師

前年度までの本校の現
状

〇新校舎になり新たな教育活動を計画実践。落ちついた雰囲気で学習に取り組んでいる。
〇ミライシード、オクリンクプラスの活用部門で区内1位になった。ICTを活用し、児童の考えを共
有する手立てとして有効活用できた。

●児童の学力向上、授業スタンダードの徹底、自主学習の推進、基本的な学習習慣の確立が求められる。
●教員の「働き方改革」のさらなる推進が求められる。
●校内のＯＪＴを充実させ、若手教員の人材育成が求められる。

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度


